
 

創立 1991 年 5 月 20 日 

◇事務局  高山市本町１－２ 

       飛騨信用組合本町サテライト出張所 ３階 

        TEL：0577-36-0730/FAX：0577-36-1488 

◇例会場  ひだホテルプラザ 3Ｆ/TEL：0577-33-4600 

◇例会日  毎週月曜日 PM12：30～ 

◇ホームページ  http://www.takayamacrc.jp/ 

 

第 1299 回 R04・9・12 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 

●点 鐘 
●ロータリーソング  
         それでこそロータリー 
●ビジター・ゲストの紹介 
●会長の時間       会長 中田 学 
こんにちは！会長の時間です。 

先週は、「ロータリーの友」についての卓話を西委

員長にしていただきました。お話の中で、今月の

「ロータリーの友」に千玄室さんの読み応えのあ

る記事が掲載されているとご紹介いただきました。

私も、少し茶道に関わっておりまして、裏千家淡交

会というお茶の先生やお茶好きの人の全国組織が

あって、飛騨にも支部があって、今、そこの副支部

長をさせていただいています。お茶会とかをやる

のですが、やはり、今は、コロナ禍で、活動は滞っ

ています。記事の中で、「茶の湯」の「和敬清寂（平

和の和、敬老の日の敬、清潔の清、寂しいの寂）」

の 4 文字の熟語ですが、ロータリーの精神や理念

と同じなので、千さんは、ロータリーに速攻入会さ

れたとありました。「和敬清寂」は、お茶の世界で

は、よく耳にする言葉なので、あらためて、意味を

調べてみました。「和敬清寂」とは、千利休が考え

る「茶の湯」というものを表現した言葉で、「お茶

を点（た）てる主人と、そのお茶をいただく客が、

お互いの心を和（やわ）らげて、敬い合い、精神だ

けでなく茶道具や茶室、露地、庭など、身の回りを

清浄な状態に保つことで、自分の中の余計なもの

を捨て去り、澄み切ったこだわりのない境地に達

することができる」ということだそうです。これは、

考えが違う人々が、一緒に生きるためには、こだわ

りを捨て、お互いに尊敬し合わなければならない

ということでもあり、先月、会員増強月間でお話し

した、まずは、「楽しくて心地よい」、そして、「配

慮があり歓迎的である」という、現代のジェニファ

ー会長や私たちの考える理想的なクラブのありか

たに、日本の千利休の茶の湯が、時代や場所を超え

て、つながっているのだなぁと思い、あらためて千

さんの記事を理解することができました。もう少

し、「茶の湯」の話を続けますが、今、日本を知ら

ない日本人が増えているといわれています。ネッ

トやテレビで世界中の情報が瞬時に手に入り、海

外が身近になってきていますが、逆に、私たちが、

日本の歴史や文化について、学ぶ機会がない、とい

うか、どう学ぶのかもよくわからなくなっている

気がします。今の家元の千宗室さんは、「茶の湯」

を「日本のポータルサイト<パソコン用語>（玄関

口）、「日本の玄関口」」と表現されています。茶の

湯は、例えば、懐石料理、着物、陶芸、書、建築な

ど、日本の文化・芸術のすべてを総合的に網羅して

いるからということです。この時期は、芸術の秋と

も言います。機会があれば、茶の湯という日本の玄

関口を一歩くぐって、日本の歴史、伝統、文化につ

いて、学びを深めてみられても、よろしいのではな

いかと思います。 

へんな話になりましたが、最後になりますが、高山

市内、コロナの感染が、少し落ち着いた感もありま

すが、１１月第８波という話もあります。ウイズコ

ロナで、ルールも変わってきていますが、これまで

通り、3密を避けたり、マスクしたりして、自己防

衛に努めてください。本日も、最後まで、よろしく

お願いします。 

●幹事報告     幹事 二木 公太郎     

◎国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所 

 ・8月クラブ増強報告書 
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  ・高山 RC 

＊青森県大雨災害支援金 33,500円 振り込みま 

 した。 

＊ＩＭ講師への質問がありましたら 9月 25日まで 

 に事務局までご連絡下さい。  

◆会長  中田 学   ◆幹事  二木 公太郎   ◆会報委員長 西 美紀  ◆会報担当 高木 純 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1299 回 

53 名 53 名 38 名 ----- 71.70％ 

前々回 

1297 回 
53 名 53 名 40 名 1 名 77.36％ 
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2022～2023 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

イマジン ⇒ アクション  ～止まった時間を動かそう！～ 
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 講師は、「ホンマでっかＴＶ」等テレビでご活躍 

 の武田邦彦氏です。 

●公共イメージ/IT 委員会   水口 邦博  

皆様こんにちは。今

日は、昨今必要不可

欠なツールとなりま

した「Zoom」での基

本的な操作方法等

を、皆様にご理解い

ただける時間にして

くださいと、委員長

の強い思いもありま

して、オリジナルのマニュアルをもとに進めさせ

ていただきます。 
本日お伝えするのは以下の 4項目となります。 

ポイントその 1 会議への参加方法（ログイン） 

ポイントその 2 表示される名前を変更する場合 

ポイントその 3 マイクのミュート方法 

ポイントその 4 チャットを使用する場合 

このマニュアルは、パソコン用とスマホ・タブレッ

ト用の２つに分けております。それぞれ操作方法

が違っていますので、このような形をとらせてい

ただいております。今回は、実際にログインしてい

ただけるよう、スマホ・タブレット用でご説明いた

します。それではまず、アプリを起動してください。

次に、参加のメニューをタップします。ミーティン

グ IDや参加用の名前部分がありますので、スクリ

ーンに表示されたミーティング IDを入力してくだ

さい。最後に参加をタップしていただくと、パスワ

ードを求められますので、スクリーンにあるパス

ワードを入力してください。以上がログインの方

法となります。別の方法もありますが、高山中央ロ

ータリーではこのログイン方法を推奨しておりま

す。ページをめくっていただいて、４ページ。表示

される名前を変更する場合の説明に入らせていた

だきます。前後して申し訳ございませんが、一度ロ

グアウトしていただき、ログイン情報の入力画面

までお進みください。先ほど同様にミーティング

ID を入力しましたら、下段に表示されているご自

分の名前を確認してください。こちらに表示され

る名前が、ミーティング時、他の参加者にも表示さ

れる名前となります。従って、ご自分しか知らない

ニックネーム等は他の方では分かりませんので、

必ずお名前が表示されるよう、変更をお願いしま

す。こちらも変更方法は数パターンありますが、今

回はこちらのみをご紹介しております。 

次はマイクのミュート方法をご紹介します。アプ

ルの下段左をご覧ください。マイクのマークがあ

りますので、こちらを一度タップしてください。赤

の車線が表示され、ミュート解除と表示されまし

たら、現状マイクがミュート状態になっています。

その逆で、何も表示されていない場合は、マイクが

オン状態になっていますので、こちらをタップし

ていただきオフにしてください。これは、Zoom ミ

ーティングにおいてマナーの一つとなりますので、

必ず実行するようにしましょう。 

最後に、チャットを使用する場合の操作方法をご

説明いたします。最下部メニューの右をごらんく

ださい。詳細と書かれた部分がありますので、こち

らをタップしてください。次にメニューが表示さ

れ、チャットという項目が一番上に表示されます。

チャットが使用可能となりますので、コメントを

入力して送信してください。ただし、ここで一つ注

意していただくことがあります。送信先を必ず確

認してください。「全員」なのか「特定の方へ」な

のかを事前に確認して送信しましょう。 
以上が Zoomの基本的な操作方法となります。今後、

オンラインでの例会開催時には、本日の操作方法

を思い出していただき、うまく Zoomをご活用いた

だけたらと思います。 

ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 この週末、久々に母校のある仙台に行って来ま

した。同級生、それぞれ壊れ始め話は身体と薬

の話。疲れました。そんなわけで今日は早退し

ます。よろしくお願いします。  鶯塚 英雄 

           
 誕生日のお祝いありがとうございました。健康

であることに感謝して。暑い毎日ですが仕事
に、ゴルフに、孫の世話に頑張りたいと思いま
す。              平林 英一 

 例会入場時にマスクを何回も頂き感謝していま

す。お礼を込めてニコニコへ。  足立 常孝                

                  

＜ニコニコ BOX＞ 


